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絵馬に願いを込めて
必勝！合格祈願ノ旅
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こがね保育園が御下賜金を拝受
中井久美施設長が村へ報告

　
天
皇
陛
下
よ
り
社
会
福
祉
法
人
智
雲
山
福

祉
会
こ
が
ね
保
育
園
に
対
し
て
、
御
下
賜
金

（
ご
か
し
き
ん
）
が
下
賜
さ
れ
、
中
井
久
美

施
設
長
が
、
12
月
25
日
に
村
長
へ
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　
御
下
賜
金
と
は
、
12
月
23
日
の
天
皇
誕
生

日
に
際
し
、
天
皇
陛
下
か
ら
社
会
福
祉
事
業

御
奨
励
の
思
し
召
し
を
も
っ
て
、
民
間
福
祉

事
業
に
係
る
事
業
成
績
優
秀
な
施
設
・
団
体

に
対
し
て
、
金
一
封
を
下
賜
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　
御
下
賜
金
の
拝
受
は
、
こ
が
ね
保
育
園
が
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
・
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
べ
く
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆ 今月の表紙 ◆
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絵馬に願いを込めて
　必勝！合格祈願ノ旅が、１月２０日に開催。村内外か
ら受験生やその保護者が参加して、球磨村の縁起のいい
ところを巡りました。一勝地阿蘇神社では、受験生が絵
馬に「合格祈願」と願いを込めて書き、必勝を祈願しま
した。

（関連記事を１３ページに掲載。）

こがね保育園の中井久美施設長が村長に報告

Pick
Up

　３ 渡小のランチルームが完成 １６ 社協コーナー
　４ 年頭のごあいさつ １７ 球磨村青年団２０１３
　６ 球磨村成人式 くまむら ぱとろーる
　８ 私たち巳年生まれ １８ ２月休日当番医、頑張れロアッソ
１０ 消防出初式 今月のおススメＢｏｏｋｓ
１１ お知らせ １９ みんなのひろば
１２ むらのトピックス ２月行事予定 ＥＶＥＮＴ ＣＡＬＥＮＤＥＲ
１４ 球磨村の天然記念物＆文化財 ２０ くまむらひなまつり
１５ 陽だまり
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渡小にランチルームが完成
　３学期のスタートとともに、渡小では新しく完成したラ
ンチルームでの給食がスタートしました。１月１５日に
は、１年生から６年生までの全校生徒がランチルームに集
まり、みんなで給食を食べました。明るい空間とみんな一
緒の給食とあって、子どもたちからは、笑顔があふれてい
ました。

　

球
磨
村
で
は
、
小
学
校
の
再
編
が
行
わ
れ
、
平
成
22
年
４
月

１
日
よ
り
、
渡
小
、
一
勝
地
小
の
２
校
制
が
ス
タ
ー
ト
。

　

一
方
で
、
給
食
に
つ
い
て
、
一
勝
地
小
に
お
い
て
は
、
新
校

舎
の
完
成
と
と
も
に
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
の
給
食
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
球
磨
中
と
一
勝
地
小
は
、
給
食
親
子
方
式
が
採

用
さ
れ
、
球
磨
中
給
食
室
で
調
理
し
た
給
食
を
一
勝
地
小
に
配

達
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
渡
小
の
場
合
は
、
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
が
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
ま
で
の
球
磨
中
給
食
室
で
渡

小
分
ま
で
の
調
理
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
単
独
で

給
食
を
調
理
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
も
あ
り
、
平
成
23
年
度
に
、
球
磨
中
給
食
室

の
改
修
の
基
本
設
計
、
渡
小
給
食
室
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
改
修
計

画
が
協
議
。
そ
し
て
、
平
成
24
年
度
に
予
算
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

球
磨
中
調
理
室
は
、
平
成
24
年
８
月
に
完
成
し
、
最
大
給
食

数
を
３
５
０
食
と
す
る
調
理
場
へ
の
改
修
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
調
理
方
法
や
作
業
工
程
に
よ
る
汚
染
・
非
汚
染
区
域
の

明
確
化
へ
の
指
導
、
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
ウ
エ
ッ
ト
方
式
か

ら
ド
ラ
イ
方
式
へ
調
理
環
境
の
改
善
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

渡
小
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
、
平
成
24
年
12
月
に
完
成
。
そ
れ

ま
で
の
給
食
室
を
改
修
す
る
形
で
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
球
磨
中
調
理
室
で
作
ら
れ
た
給
食
を
、
一
勝
地
小
と
同
様

に
配
達
し
、
ラ
ン
チ
―
ル
ー
ム
で
食
事
す
る
方
式
が
、
３
学
期

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ドライ方式とは

　調理場はウエット方式とドライ
方式があり、洗い水が床に流さ
れ、濡れた状態で使用する方式が
ウエット方式と呼ばれ、従来の給
食室がこれにあたります。一方、
床に水を流さず、常に乾いた状態
で使用する方式がドライ方式と呼
ばれます。O１５７や食中毒以来、
食の安全や衛生面が見直され、最
近の給食室や給食センターではド
ライ方式が推奨されるようになり
ました。細菌の生息する環境を減
らすために、調理場の床を濡らさ
ないことや室内の湿気を少なくす
ることを目的としています。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝

か
し
い
希
望
に
満
ち
た
、

平
成
25
年
の
新
春
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
の
本
村
は
、
内
外

と
も
に
文
字
通
り
「
多
事

多
難
」
の
明
け
暮
れ
に
終

始
し
た
一
年
間
で
あ
り
ま

し
た
。
２
月
に
は
、
志
し

半
ば
で
桺
詰
恒
雄
前
村
長

が
突
然
逝
去
さ
れ
、
先
行

き
が
見
通
せ
な
い
状
況
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
７

月
に
は
、
記
録
的
な
豪
雨

に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
、
そ
の
復
旧
の
経

費
は
、
５
億
数
千
万
円
を

要
す
る
見
込
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
早
期
復
旧
を

図
る
た
め
、
工
事
を
速
や

か
に
発
注
し
て
お
り
ま
す

が
、
災
害
規
模
の
大
き
さ

か
ら
繰
り
越
し
も
視
野
に

入
れ
て
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
12
月
の
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
お
い
て
勝

利
し
た
、
自
民
・
公
明
両

党
が
政
権
を
奪
還
し
、
安

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
平
成
25

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
平
素

か
ら
議
会
活
動
に
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
成
23
年
３

月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地

の
復
興
、
原
子
力
発
電
所

の
安
全
性
や
再
稼
働
の
是

非
な
ど
、
日
本
全
土
に
わ

た
り
遅
々
と
し
て
先
行
き

の
見
え
な
い
暗
澹
た
る
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
地
方
分
権
改
革
は
声

高
に
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す

が
、
地
方
の
収
支
は
国
の

経
済
政
策
に
左
往
右
往
す

る
現
状
で
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
で
も
就
業
不
安
や

景
気
低
迷
の
動
向
は
、

日
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な

か
げ
り
を
も
た
ら
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
行
政
に
お

倍
首
相
率
い
る
第
２
次
安

倍
内
閣
が
本
格
始
動
い
た

し
ま
し
た
。
２
月
に
は
、

事
業
規
模
で
20
兆
円
を
超

え
る
緊
急
経
済
対
策
の
大

型
補
正
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
一
括
交
付
金
の

廃
止
な
ど
、
前
政
権
か
ら

の
政
策
の
転
換
が
見
込
ま

れ
、
地
方
事
務
に
大
き
な

影
響
が
出
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
前
村
長

が
や
り
残
さ
れ
た
想
い
を

継
承
し
、
更
に
前
進
す
べ

く
、
村
政
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
に
お
け
る
施
策
の

方
向
と
し
ま
し
て
は
、
①

共
助
の
む
ら
づ
く
り
②
農

林
業
の
振
興
③
地
域
観
光

資
源
の
活
用
④
高
齢
者
に

や
さ
し
い
村
づ
く
り
⑤
若

い
世
代
が
誇
り
を
持
て
る

村
づ
く
り
⑥
抜
本
的
な
治

水
対
策
と
急
傾
斜
地
対
策

⑦
村
長
給
与
の
見
直
し
、

こ
の
７
つ
の
公
約
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
公
約
の
他
に
、

こ
れ
ま
で
調
査
・
研
究
が

な
さ
れ
て
い
た
○
福
祉
バ

ス
、
や
ま
び
こ
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
含
め
た
村
内
交

通
網
の
再
編
○
役
場
庁
舎

耐
震
補
強
工
事
○
旧
神
瀬

小
学
校
・
旧
高
沢
小
学
校

利
活
用
対
策
○
水
力
・
太

陽
光
な
ど
環
境
に
優
し
い

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
○
介
護
予
防
や
医
療
費

削
減
へ
の
対
策
な
ど
、
私

た
ち
の
村
に
は
、
諸
問

題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
い
か
に
し
て
、
職

員
と
知
恵
を
出
し
合
い
、

英
知
を
結
集
し
、
課
題
解

決
し
て
い
く
か
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
職

員
一
同
、
行
動
力
、
観
察

力
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り

組
み
、
心
を
一
つ
に
し
て

「
チ
ー
ム
球
磨
村
」
と
し

て
行
動
を
共
に
し
、
村
民

の
皆
さ
ま
の
た
め
に
、
村

民
の
幸
福
の
た
め
に
全
力

投
球
を
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
今
年
も
、
村
政

へ
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

き
ま
し
て
は
、
地
方
分
権

の
一
層
の
進
展
を
受
け
、

地
方
自
治
へ
の
関
心
が
高

ま
る
な
か
、
今
後
村
民
の

意
思
に
よ
る
決
定
と
自
ら

の
責
任
に
よ
る
自
治
体
の

運
営
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ

て
お
り
、
地
域
の
自
主
性

を
生
か
し
な
が
ら
、
時
代

に
即
し
た
行
政
運
営
・
む

ら
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
時
代
と
言
え

ま
す
。

　

本
村
に
お
き
ま
し
て

も
、
こ
う
し
た
社
会
環
境

の
変
化
を
十
分
に
認
識

し
、
少
子
高
齢
化
と
過
疎

化
が
進
む
中
、
村
勢
の
発

展
を
図
る
う
え
で
、
安
定

し
た
行
政
基
盤
の
確
立
と

皆
様
の
意
向
の
的
確
な
把

握
が
何
よ
り
も
肝
要
で
あ

る
と
思
う
次
第
で
す
。

　

私
ど
も
議
会
と
し
ま
し

て
は
、
二
元
代
表
制
の
一

方
の
柱
と
し
て
ど
の
よ
う

な
環
境
に
な
ろ
う
と
、
そ

の
機
能
を
十
分
に
発
揮

し
、
諸
問
題
に
挑
み
、
皆

さ
ま
方
と
行
政
と
協
働

で
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り

を
実
現
し
て
行
く
べ
く
、

球磨村議会議長　犬童 數元

年頭のごあいさつ

球磨村長　柳詰 正治

迎春 　

結
び
に
、
迎
え
ま
し
た

新
年
が
、
村
民
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
良
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

願
い
と
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ま
方
に
は
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
と
と
も
に
、
こ
の
一
年

が
皆
さ
ま
方
に
と
っ
て
幸

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
25
年
球
磨
村
成
人
式
が
、

１
月
４
日
、
球
磨
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
清
流
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
成
人
者
は
、
平

成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４

月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
新
成
人
で
54

人
が
、
華
々
し
く
成
人
式
を
迎
え
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
柳
詰
正
治
村
長
よ
り

「
人
生
と
い
う
旅
路
を
こ
れ
か
ら
大

い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
社
会
に

羽
ば
た
い
て
自
分
の
夢
を
掴
ん
で
、

素
晴
ら
し
い
人
生
を
自
分
自
身
で
築

か
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
祝

辞
が
あ
り
、
新
成
人
を
代
表
し
て
友

尻
望
美
さ
ん
へ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
成
人
者
代
表
挨
拶

を
小
川
晃
聖
さ
ん
が
述
べ
、
交
通
安

全
宣
言
で
は
、
舟
成
恭
平
さ
ん
と
板

﨑
麻
里
花
さ
ん
が
登
壇
し
、
成
人
者

全
員
で
唱
和
し
ま
し
た
。

　

成
人
者
を
対
象
に
募
集
し
た
新
成

人
と
し
て
の
主
張
や
決
意
を
題
材
と

し
た
感
想
文
で
は
、
最
優
秀
賞
に
板

﨑
弥
月
さ
ん
、
優
秀
賞
に
小
川
晃
聖

さ
ん
、
大
無
田
琴
音
さ
ん
の
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
者
ら
は
、
久
し
ぶ
り
に
会

う
仲
間
と
近
況
を
報
告
し
た
り
、
記

念
撮
影
を
す
る
な
ど
し
て
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
に
訪
れ

た
家
族
も
、
子
ど
も
の
華
々
し
い
門

出
を
笑
顔
で
祝
福
し
て
い
ま
し
た
。

　球磨村で生まれ、あっという間に２０年が過ぎ、今年成人を迎えることが出来ました。今こうして、大好きな
球磨村で大切な友だちと一緒に成人式を迎えられたことを大変嬉しく思います。
　私は現在、福岡の短大で保育に関する勉強をしています。初めは子どもに関わる職業に就きたいという気持
ちだけで目指した保育の道でしたが、知れば知るほど、保育の奥深さや楽しさを感じ、改めて強く保育士になり
たいと願うようになりました。私は、間もなく卒業を迎え、地元で保育士として新たな一歩を踏み出すこととな
ります。それとともにまた新たな夢を抱くようになりました。
　まず１つ目の夢は誰からも信頼される保育士になることです。保育士は子どもや保護者の方との信頼関係がなけ
れば、子ども一人ひとりに合った適切な保育ができません。私は、一人ひとりに合った援助をすることが子どもの最
善の利益だと思うので、自ら歩み寄って子どもや保護者の方と信頼関係を築けるようになりたいと思っています。
　２つ目の夢は球磨村の良さを子どもたちに伝えていくことです。私は高校生のとき早く都会で生活したいとい
う憧れの気持ちから福岡の短大に進学しました。実際に福岡での短大生活が始まると球磨村の魅力を多く発見
することができました。県外で就職した友達や進学した友達ともよく話すのですが、やはり球磨村は私たちに
とって落ち着ける場所であるということです。私が考える球磨村の良さは、自然が豊かなところと人の温かさを
感じられるところです。都会で生活してみると、星の輝きや鳥や川などの自然の音の少なさに驚きました。最近
では都市部の保育所・幼稚園で人工的にビオトープを造り、子どもたちが自然と関われるようにしていることを
知りました。そのことから、私は今まで何気なく見ていた球磨村の自然の豊かさや大切さを実感し、改めて恵ま
れた環境で育ってきたことに気が付きました。
　また、球磨村では人とすれ違ったら当たり前のように挨拶をしていましたが、都会では挨拶するほうが不思
議に思われます。球磨村の人は本当に心が温かい人が多く、誰とでも気兼ねなく話せたり、当たり前のように挨
拶を交わすことができます。そこが球磨村の素敵なところだと感じます。他にも球磨村の良さはたくさんありま
すが、県外に出て気付いた球磨村の魅力を子どもたちに伝えていけたらいいなと思います。そして、一人でも
多くの子どもたちが球磨村っていいところだな、落ち着くな、また帰ってきたいななど、球磨村を大切に思う心
を失わないように育っていって欲しいと思います。
　私は成人となりましたが、自立しているかどうかを問われると正直「自立しています」とはっきり答えられる
自信がありません。しかし、子どもたちが成長していくように、私自身も少しずつ成長していきたいと思ってい
ます。そして、先ほど述べたような夢を叶えることができるよう努力を惜しまず、充実した生活を送っていきた
いと思います。
　最後に、これまで支えてくれた家族や友達、そして私に関わってくださった先生方や地域の方々に深く感謝
申し上げます。私はこれまでの２０年間を振り返ってみると辛かったことより、楽しかったことや嬉しかったこ
と、幸せだったことの方が多く思い出として残っています。これも今まで関わってくださった皆様のおかげだと
思っております。本当にありがとうございます。
　まだまだ未熟な私ですので、これからも多くの迷惑をかけると思いますが、私なりに日々精進していきま
すので、これからもよろしくお願いします。球磨村に生まれ、多くの人に出会い、充実した日々を送れ、私
は本当に幸せです。
　これからは幸せを与えてもらうだけでなく、誰かを幸せにできるような人になろうと自分自身に誓います。

平成25年　球磨村成人式

新成人者になっての感想

板﨑 弥月
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私たち
年生まれ

渡小と一勝地小の巳年生まれの年男、年女８人に今年の抱負を述べてもらいました。

大きな目標、小さな目標とそれぞれにありますが、日々の時間を大切にし、一歩一歩

前に進んでいきましょう。

　今年の目標は、中学校進学に向けて体力をつけ
ることと勉強を頑張ることです。
　まず、体力をつけるためには、毎日走ろうと思
います。また、勉強を頑張るということでは、家
庭学習を毎日、（学年）×１０分＝６０分を目標
に頑張りたいと思っています。
　次に、中学校に進学して頑張りたいことは、勉
強と部活です。勉強ではみんなに遅れないように
したいです。部活では、先輩たちに迷惑をかけな
いように頑張ります。

　今年頑張りたいことは３つあります。
　１つ目は、「はい」とはっきり言うことです。
どんなことでも、まず「はい」と元気よく返事を
して、積極的に発言していきたいと思います。
　２つ目は、字を丁寧に書くことです。理由は、
急いでいるときやメモをするときに、書いた字が
汚くて、自分でわからないときがあるからです。
　３つ目は、お手伝いです。家のお手伝いなど、
自分から進んでできるようにします。

　私が今年、中学生になるまでに頑張りたいこと
は３つあります。
　１つ目は勉強です。中学生になると小学生より難
しくなるし宿題も増えるので、勉強を頑張ります。
　２つ目は部活です。練習時間も多くなるので、
今のうちから体力をつけておきたいと思います。
　３つ目は生活態度です。下級生の手本になれる
ような行動をして、下級生に良いところを引き継
いでいってほしいと思います。
　中学生になってからも勉強とスポーツを頑張り
ます。

　今年頑張ることは、苦手な教科を減らすことで
す。
　僕の苦手な教科は３つあって、算数と図工と家
庭科です。その中で一番苦手なものは算数です。
　なぜ苦手かというと、分数の通分や約分、人口
密度を求めて概数にする問題が苦手だからです。
　でも、苦手教科を減らさないといけないので、
自学では算数中心の問題を解いていこうと思いま
す。毎日努力を積み重ねて、この目標を絶対に達
成したいと思います。

　私の今年の抱負は、４月から中学生になるの
で、勉強と部活を頑張りたいと思っています。
　中学生になると、勉強も難しくなると思うから
です。部活動は、まだ何に入るか迷っています
が、大変だと思うので慎重に決めて一生懸命頑張
りたいと思っています。
　そして、中学生になったら礼儀もきちんとでき
て、何事にも頑張れるようになりたいです。

　私の今年の抱負は、背筋を伸ばして文字を書く
ことです。背筋を伸ばさないと背骨も曲がるし、
目も悪くなるからです。背筋を伸ばし姿勢を正し
て、勉強に励みたいと思います。
　もう１つは、私の部屋を勉強に集中できる環境
にすることです。机や棚、部屋全体の中で気にな
る物や必要でない物などを片付け、辞書などを置
いて、気になる言葉や物、単語などをどんどん調
べたいです。
　この２つのことをできるようにして今年一年
しっかり頑張ります。

　私が今年頑張りたいことは２つあります。
　まずは、勉強です。中学生になったら学習する
内容が難しくなって、スピードも速くなるからで
す。中学生になってからも、宿題だけでなく自主
学習も頑張りたいと思います。
　もう１つは、部活です。中学生になったら、土
日も部活があるので、病気をしない健康な体をつ
くって部活を頑張ります。
　今年も勉強に部活に新しいことに次々と挑戦し
ていきたいと思っています。

　私が今年頑張りたいことは２つあります。
　１つ目は、上級生としての自覚を持つことで
す。あと２カ月で６年生になるので、大きな挨拶
をしてみんなのお手本になれるように頑張りま
す。
　２つ目は、笑顔が溢れる学級にすることです。
クラスのたくさんの友達に、自分から話しかけて
クラスを盛り上げていきたいと思います。
　小学生として最後の１年を迎えるので、明るく
楽しい学校、学級にしていきたいと思います。

渡小６年

　糸
いとはら

原 樹
た つ や

哉くん

一勝地小５年

　上
うえはら

原 大
だ い ち

知くん

渡小６年

　伊
い だ か

高 綺
き ら

羅さん

一勝地小５年

　板
いたざき

﨑 太
た い き

樹くん

渡小６年

　水
みずしの

篠 鈴
りん

さん

一勝地小５年

　假
か り や

屋 知
は る な

来さん

渡小６年

　大
おおいわ

岩 優
ゆ き な

希菜さん

一勝地小５年

　中
なかむら

村 樹
じ ゅ り

里さん
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次
の
と
お
り
、
時
間
通
行
止
め

を
行
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
工
事
名
】

県
道
高
沢
一
勝
地
線
災
害
防
除
工

事【
規
制
箇
所
】

球
磨
村
大
字
渡
字
板
崎
地
内

【
規
制
期
間
】

３
月
22
日
（
金
）
ま
で
の
予
定

【
規
制
時
間
】

午
前
９
時
～
午
前
10
時

午
前
10
時
30
分
～
正
午

午
後
１
時
～
午
後
３
時

午
後
３
時
30
分
～
午
後
５
時

※�

緊
急
車
両
及
び
福
祉
バ
ス
は
通

し
ま
す
。

■
お
問
合
せ
先

球
磨
村
役
場
建
設
課

☎
３
２
‐
１
１
１
６

　

第
７
回
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会
総
会

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
球
磨
村
か
ら
の
参
加
者
を

お
知
ら
せ

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
開
催
に

伴
う
交
通
規
制
へ
の
ご
協

力
の
お
願
い

通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

　

２
月
17
日
（
日
）、
熊
本
市
に
お

い
て
～
政
令
指
定
都
市
誕
生
記
念

～
第
２
回
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
を
開

催
し
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
長
時
間
に
わ
た

り
大
規
模
な
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
の
で
、
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
沿

線
以
外
の
通
行
可
能
な
道
路
で
も

大
幅
な
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

熊
本
市
へ
お
越
し
の
皆
さ
ま
に

は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
す
る
市
民
マ
ラ

ソ
ン
の
開
催
に
、
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

交
通
規
制
の
詳
細
は
、
熊
本
城
マ

ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事

務
局

☎
０
９
６
‐
３
２
８
‐
２
３
７
３

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://k

u
m
a
m
o
to
jy
o-

m
arathon.jp/

募
集
し
て
い
ま
す
。
関
西
在
住
の

球
磨
村
出
身
者
ら
が
出
席
す
る
関

西
カ
ワ
セ
ミ
会
へ
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

【
日
時
】

２
月
24
日
（
日
）
11
時
30
分
か
ら

【
場
所
】

京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
（
京
都
市
下

京
区
）

【
会
費
】
７
，
０
０
０
円

※�

現
地
集
合
・
現
地
解
散
と
し
、

交
通
費
・
会
費
な
ど
参
加
に
要

す
る
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
２
月
13
日
（
水
）
ま
で
に

総
務
企
画
課
企
画
広
報
係
（
☎

３
２
‐
１
１
３
８
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

球
磨
村
で
は
、
国
が
実
施
す
る

統
計
調
査
に
従
事
す
る
統
計
調
査

員
を
希
望
す
る
人
（
登
録
調
査

員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
随
時

募
集
中
）
。
統
計
調
査
員
は
、
調

査
対
象
（
村
内
世
帯
・
個
人
・
事

業
所
等
）
を
訪
問
し
、
調
査
票
の

配
布
・
回
収
を
行
い
ま
す
。
任
命

期
間
は
概
ね
２
～
３
ヵ
月
間
で
、

調
査
完
了
後
に
は
２
～
５
万
円
程

度
（
調
査
の
種
類
に
よ
り
異
な

り
ま
す
）
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

統
計
調
査
員
の
仕
事
と
は
？

　

統
計
調
査
ご
と
に
多
少
違
い
が

あ
り
ま
す
が
、
お
お
ま
か
に
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・�

事
務
打
合
せ
会
（
説
明
会
）
へ

の
出
席
、
調
査
内
容
の
理
解

・�

担
当
調
査
区
の
範
囲
と
調
査
対

象
の
確
認

・�

調
査
対
象
（
世
帯
・
個
人
・
事

業
所
等
）
へ
の
調
査
票
の
配
布

（
記
入
の
仕
方
の
説
明
）
・
回

収
・�

回
収
し
た
調
査
票
の
審
査
・
整

理
・
調
査
票
・
関
係
書
類
の
提
出

統
計
調
査
員
の
登
録
基
準
と
は
？

　

次
に
掲
げ
る
基
準
を
す
べ
て
満

た
す
人
の
中
か
ら
、
調
査
員
の
登

録
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

・�

村
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上

の
人

・
心
身
と
も
に
健
全
な
人

・�

人
格
が
円
満
で
あ
っ
て
、
常
識

を
有
し
、
接
遇
上
問
題
が
な
い

人
・�

統
計
調
査
員
と
し
て
仕
事
の
性

質
上
、
不
適
格
な
職
業
ま
た
は

経
歴
を
有
し
て
い
な
い
人

統
計
調
査
員
へ
の
登
録
方
法

　

『
統
計
調
査
員
希
望
者
登
録
申

込
書
』
を
総
務
企
画
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
後
、
審
査
・

登
録
を
行
い
、
登
録
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

※�

申
込
書
は
総
務
企
画
課
に
準
備

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
で
す
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
25
年
度
に
実
施
さ
れ
る
予

定
の
統
計
調
査

・�

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
（
10
月

予
定
）

・
工
業
統
計
調
査
（
12
月
予
定
）

■
お
問
合
せ
先

球
磨
村
役
場
総
務
企
画
課

☎
３
２
‐
１
１
３
８

第
７
回
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会

総
会
へ
の
ご
案
内

球
磨
村
統
計
調
査
員
を
募

集
し
て
い
ま
す

①22㍍上空の球を狙い
落す②機械器具がきちん
と整備されているかを点
検③足並みを揃えての通
常点検④団員が力を合わ
せてホース延長⑤指揮者
に合わせて演奏するラッ
パ隊⑥通常点検で各団を
点検する村長

早
朝
よ
り
各
分
団
が
、
球
磨
村

運
動
公
園
に
集
結
。
寒
風
の

中
、
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

通
常
点
検
で
は
、
各
分
団
、
分

団
長
の
指
揮
の
も
と
、
き
び
き
び

と
し
た
規
律
正
し
い
動
作
で
、
訓

練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
優

勝
し
た
の
は
３
分
団
で
、
団
員
全

員
が
息
を
合
わ
せ
て
素
晴
ら
し
い

通
常
点
検
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
放
水
競
技

で
は
、
各
団
え
り
す
ぐ
り
の
メ
ン

バ
ー
で
玉
落
と
し
に
挑
み
ま
し
た
。

　

上
空
風
が
吹
き
荒
れ
て
、
苦
戦
す

る
分
団
が
多
い
今
回
の
放
水
競
技
と

な
り
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ス
の
延
長
、

連
結
と
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
３
つ
の

玉
を
い
ち
早
く
落
と
し
た
６
分
団
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
合
で
は
、
通
常
点
検

で
２
位
、
放
水
競
技
で
優
勝
し
た

６
分
団
が
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。

　

競
技
成
績
、
各
種
表
彰
は
次
の

と
お
り
で
す
。

競
技
成
績

■
通
常
点
検

優
勝　

３
分
団

２
位　

６
分
団

３
位　

５
分
団

■
放
水
競
技

優
勝　

６
分
団

２
位　

４
分
団

３
位　

５
分
団

■
総
合

優
勝　

６
分
団

２
位　

３
分
団

３
位　

５
分
団

熊
本
県
知
事
表
彰

（
敬
称
略
）

■
功
労
章

副
団
長　

松
野
三
千
夫

副
団
長　

西
善
政

熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
敬
称
略
）

■
勤
績
章
（
勤
続
15
年
）

２
分
団
班
長　

舟
戸
光
博

５
分
団
班
長　

毎
床
裕
一

５
分
団
班
長　

那
良
和
雄

１
分
団
団
員　

水
篠
光
男

３
分
団
団
員　

永
椎
松
太
郎

３
分
団
団
員　

浦
野
清

４
分
団
団
員　

大
坂
間
一
樹

５
分
団
団
員　

槻
木
清
光

５
分
団
団
員　

茂
田
稔

■
功
績
章
（
勤
続
20
年
）

１
分
団
部
長　

大
岩
正
明

２
分
団
部
長　

境
目
伸
二

５
分
団
部
長　

毎
床
政
志

２
分
団
部
長　

水
篠
善
朗

３
分
団
班
長　

高
沢
拓
夫

３
分
団
班
長　

岡
修
司

２
分
団
班
長　

糸
原
幸
樹

村
長
表
彰

（
敬
称
略
）

■
退
職
消
防
団
員
表
彰

元
１
分
団
分
団
長　

地
下
克
明

元
２
分
団
分
団
長　

尾
崎
一
郎

元
５
分
団
部
長　
　

馬
場
康
一

　

１
月
５
日
、
球
磨
村
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
、
球
磨
村
消
防
団

１
７
０
名
が
黄
檗
呉
一
団
長
の
も
と
に
集
結
し
、
球
磨
村
消
防
出
初

式
が
挙
行
さ
れ
、
今
年
は
通
常
点
検
、
放
水
競
技
が
行
わ
れ
、
各
分

団
が
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

６
分
団
が
総
合
優
勝

球
磨
村
消
防
団
　
消
防
出
初
式

①

②

③

④

⑤

⑥
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12
月
23
日
、
田
舎
の
体
験
交
流

館
さ
ん
が
う
ら
に
お
い
て
、
村
内

外
か
ら
約
30
人
が
参
加
し
、
収
穫

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
で
は
、
し
め
縄
づ
く
り
、

餅
つ
き
、
門
松
づ
く
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
し
め
縄
づ
く
り
は
、
地

元
住
民
の
遠
原
國
博
さ
ん
の
指
導

で
行
わ
れ
、
藁
を
束
ね
て
、
一
か

ら
手
作
業
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
手
作
り

の
し
め
縄
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

餅
つ
き
後
、
午
後
か
ら
行
わ
れ

た
門
松
づ
く
り
で
は
、
思
い
思
い

の
飾
り
付
け
が
な
さ
れ
、
個
性
的

な
門
松
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

正月を迎える準備が整いました
さんがうら収穫祭

立派な門松が出迎える
老人クラブ渡西鶴亀会が門松設置

大切に活用させていただきます
２団体より温かい寄付金の贈呈

最後まで一生懸命走ったよ
こがね保育園マラソン大会

毎年ありがとうございます

右から、ＪＡくま人吉支
所球磨村店の馬場正喜店
長、尾崎一郎さん

右から、熊建労球磨村分
会の清藤清美さん、田頭
一博会長

たくさんの声援を背に走りました

　

老
人
ク
ラ
ブ
渡
西
鶴
亀
会
（
永

椎
三
郎
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
12

月
19
日
、
役
場
前
玄
関
、
一
勝
地

温
泉
か
わ
せ
み
、
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
に
門
松
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

高
さ
２
㍍
ほ
ど
の
立
派
な
門
松

に
は
、
松
、
竹
、
梅
の
ほ
か
に
ナ

ン
テ
ン
や
ユ
ズ
リ
ハ
、
ウ
ラ
ジ
ロ

が
飾
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

門
松
の
設
置
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

渡
西
鶴
亀
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
役
場
を
訪

れ
る
人
た
ち
は
、
立
派
な
門
松
を

目
に
す
る
と
足
を
止
め
、
そ
の
素

晴
ら
し
さ
に
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
く
ま
人
吉
支

所
球
磨
村
店
の
馬
場
正
喜
店
長

と
尾
崎
一
郎
さ
ん
が
村
長
室
を

訪
れ
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
の
バ

ザ
ー
売
り
上
げ
の
一
部
を
寄
付
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
27
日
に
は
、
熊
建
労
球

磨
村
分
会
の
田
頭
一
博
会
長
と
清

藤
清
美
さ
ん
が
村
長
室
を
訪
れ
、

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
包
丁
と
ぎ

コ
ー
ナ
ー
で
い
た
だ
い
た
募
金
を

寄
付
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
月
12
日
、
こ
が
ね
保
育
園
に

お
い
て
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
し
っ
か
り
と
準

備
運
動
を
し
た
あ
と
、
保
育
園
周

辺
の
折
り
返
し
コ
ー
ス
を
走
り
ま

し
た
。

　

沿
道
に
は
、
保
護
者
や
地
域
住

民
が
集
ま
り
、
園
児
た
ち
の
一
生

懸
命
走
る
姿
に
「
頑
張
れ
！
頑
張

れ
！
」
と
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

最
後
ま
で
走
り
ぬ
い
た
園
児
た
ち

の
姿
に
は
、
温
か
い
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
、
日
々
成
長
し
て
い
く
子

ど
も
た
ち
の
姿
に
、
保
護
者
ら
か

ら
は
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

笑顔で餅つきを楽しむ参加者

むら のトピックス

中学生らが合格を祈願
必勝！合格祈願ノ旅

介護保険制度について学ぶ
第２回家族介護教室

おなかを抱えて大笑い
一勝地温泉かわせみで新春初笑い

竹に挟んだ餅を焼く

願いを込めた絵馬を飾る受験生

介護保険制度について理解を深める

会場を盛り上げたやうちブラザーズ

　

雨
模
様
の
空
の
下
、
１
月
14
日
、

渡
小
の
学
校
行
事
で
、
ど
ん
ど
や

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
や
藁
な
ど
で
組
ま
れ
た
や
ぐ

ら
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ
た

書
初
め
や
正
月
飾
り
が
入
れ
ら
れ

点
火
さ
れ
る
と
、
高
々
と
炎
が
舞

い
上
が
り
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
か
ら
は
、「
す
ご
い
」
と
い
う
感

嘆
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
竹
に
挟
ん
だ
餅
を
残
り

火
で
焼
い
て
、
ぜ
ん
ざ
い
に
入
れ

て
食
べ
、
今
年
一
年
健
康
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
無
病
息
災
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

１
月
20
日
、
村
内
外
か
ら
中
学
生

や
保
護
者
ら
が
参
加
し
て
必
勝
合
格

祈
願
ノ
旅
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

必
勝
合
格
祈
願
ノ
旅
は
、
一
勝
地

駅
を
ス
タ
ー
ト
に
、
一
勝
地
の
縁
起

の
い
い
場
所
を
巡
り
ま
し
た
。
一
勝

地
阿
蘇
神
社
で
は
、
絵
馬
に
合
格
を

祈
願
し
た
後
、
拝
殿
に
お
い
て
神
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
事
後
に
は
、

甘
酒
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
受
験
生

ら
は
、
冷
え
た
体
を
温
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
勝
寺
を
巡
っ
て
、
ゴ
ー

ル
の
一
勝
地
温
泉
か
わ
せ
み
ま
で
の

道
の
り
を
旅
し
、
必
勝
を
祈
願
し
ま

し
た
。

　

１
月
17
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
千
寿
園
に
お
い
て
、
家
族
介
護
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
家
族
介
護
教
室
に
は
、
村

内
か
ら
約
30
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
な
の
か
、
制
度

の
種
類
、
金
額
な
ど
を
、
千
寿
園
職

員
の
福
岡
勝
幸
さ
ん
が
紹
介
し
ま
し

た
。
家
族
介
護
教
室
に
は
、
交
流
会

が
行
わ
れ
、
だ
ご
汁
な
ど
を
囲
ん
で

参
加
者
同
士
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
家
族
介
護
教
室
は
、
３
月

11
日
（
月
）
に
も
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

１
月
20
日
、
一
勝
地
温
泉
か
わ
せ

み
で
新
春
初
笑
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
ゲ
ス
ト
は
、
や
う
ち
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
。
会
場
に
は
、
地
域
住
民

や
村
外
の
お
っ
か
け
の
フ
ァ
ン
ら
約

１
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

や
う
ち
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
は
、
お
も

し
ろ
お
か
し
い
歌
や
ト
ー
ク
と
体
を

張
っ
た
芸
を
披
露
。
集
ま
っ
た
お
客

さ
ん
は
、
お
な
か
を
抱
え
な
が
ら
大

笑
い
し
て
お
り
、
約
１
時
間
の
出
演

時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
大

変
に
ぎ
や
か
な
ひ
と
と
き
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

高々と舞い上がる炎に感嘆の声
どんどやで無病息災を祈る

むら のトピックス
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【松谷阿蘇神社】
指　定：球磨村指定 建造物（平成8年３月28日）
所　在：三ヶ浦・松谷

　神社は、毎床地区から那良川の山神橋を渡り、曲がりくねった坂道を４００ｍほど行った松谷地区入口の、左の石
段を登った小台地に老樹に囲まれ覆屋の中に鎮座しています。

　創立：不詳
　祭神：健

たけいわたつのみこと

磐龍命、阿
あそつひめのみこと

蘇津姫命、速
はやみかたまのみこと

瓶玉命
　沿革（球磨郡神社記）
　　厥初当所坂口鳥居松之辺ニ在リ。
　　永禄６年（１５６３）癸亥大廃。
　　依テ黒肥地東光寺住権少都教尊再興。

　　此時神 ヲトシテ此所ニ遷宮スト。大守藤原義陽公御息裁延命武運長久ノ願辞アリ。
　　天正１７年（１５８９）己丑阿部和泉修復。寛文１０年（１６７０）庚戌拝殿造営。

　本殿建築の特色について、平成四年文化庁文化財保護部監修・月刊文化財五月号「人吉
球磨地方の社寺建築」に次のように述べています。
　本殿は覆屋で保護され、風雨に曝されることなくほぼ完全に建築当初のまま残ってい
る。当時の屋根はすべて流造で板葺が多いが、同本殿も葺板を横一列に並べ、木口では破風上端と面一に揃えて、品
板で押さえてある。１６世紀の遺構は鳥の嘴のように先端が前方に突出て伸びた形態や渦文が同円状に巻込んでいる
点で共通しているが、同本殿も前方の突き出し部の先端が鉤形に折れ曲がり、渦文の線もやや太く、中心が小さく玉
状に巻き込んで中世の建築様式を遺している。

　寛保３年（１７４３）棟札
　　大日本国九州肥之後州求麻郡永吉庄松谷阿蘇大明神御拝殿御再興
　　相良政太郎御代当村男女息災延命所御神前書付奉納也
　　干時寛保三癸亥三月十一日
　　神主　緒方 源助　　大工　中村喜右衛門　同　竹田六郎左衛門
　　施主　村　中

　本殿の中側の棚には、欠損した古い神像をはじめ年代を思わせる数多くの神像が
安置され、肩に永禄六年の墨書のものもあります。

　 　永禄六年の棟札は、字がうすれて所どころ僅かに読めます。
　数百年の昔、村びとが神殿に覆屋をかけ、代々尊崇し護り続けてきた神社、これからも永く伝えたいものです。
　
　村内には、皆さんの身近な所に文化財や天然記念物が存在しています。ぜひ、皆さんのお住まいの身近な文化財、
天然記念物を再確認し、後世に受け継いでいただきたいと思います。

球磨村教育委員会　社会教育係　☎３２－１１１７

球磨村の天然記念物＆文化財　series ⑦
球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”

〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www.kmbb.jp/watari/

　�「陽だまり」2月行事予定
  1日（金）陽だまりサロン「節分」
  6日（水）陽だまりサロン
  9日（土）りんごの木サークル
13日（水）陽だまりサロン
20日（水）ママ誕生会
21日（木）３歳６カ月健診
23日（土）あおむし応援団
　「ありがとうよろしく会」

≪あおむし応援団≫

《陽だまりサロン》

《1歳7～10ヵ月健診》

　　　　　　　年頭にあたって　　　　　　球磨村長　柳詰正治
　新年明けましておめでとうございます。
希望に満ちた、新しい年をご家族お揃いで迎えられたことと、心からお慶び申し上げます。
　子どもの誕生は親にとっても、社会にとっても大きな喜びであり、その健やかな成長は、
すべての人の願いです。しかし、近年、核家族化や少子・高齢化の進展などにより、家庭や
地域を取り巻く環境は大きく変化し、最近では、児童虐待や育児疲れに起因する痛ましい事件
が起きております。
　その様な中、育児の悩みやノウハウを学び、情報交換や相談ができる子育て支援センター事業は、非常に重要
な役割を担っており、大きな期待をしているものであります。
こども達は、無限の可能性を秘めた私たちの宝でもありますので、村といたしましても、子育て支援や子どもたち
の健やかな成長のため、各種事業を展開していく所存であります。また、私は、公約の一つとして「若い世代が誇
りを持てるむらづくり」を掲げています。定住促進、婚活、子育て支援を行政として精一杯の努力をし、若い人の
意見に耳を傾け、共に知恵を出し合い、若い世代が誇りを持てる村づくりに全力で取り組みたいと考えております
ので、こういう事業があったら便利だと言うものがあれば、ご意見をいただきたいと思います。
　最後に、球磨村地域子育て支援センター「陽だまり」の益々のご活躍を期待し、新年のあいさつといたします。

＝平成 25 年度の新規での
「あおむし応援団員」を募集
します。＝

　保育園の子どもたちと交流を
持ちたい小学生あつまれ～！新
しく入団希望の方は保育園まで
お電話下さい。申し込み用紙を
お送りします。
●申し込み締め切り
　　　２月１２日（火）
●連絡先
　☎３３ー０１２５（渡保育園）

～元気にすくすく育ってます！～

陽だまりママからた
くさんのおかしなど
のパーツを提供して
もらって作成

おいしいぜんざい
に舌つづみ(^o^)

10０均で買った丸型のマグネットに、ちいちゃないろんな
パーツを飾りました(^o^)かわいくって美味しそう！！

先月の肉まんに続いて、今回はあんまんに挑戦！
　　　　　　　　　　　おいしいあんまん出来た～

＝マグネットデコ作り＝

＝あんまん作り＝
＝新年ぜんざい会＝

陽だまりキッズニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
す
！

《あけましておめでとうございます！》
＝本年もどうぞよろしくお願いいたします。＝

拝　殿 本　殿

横板葺
神像 28.5センチ（高さ）

神像  22センチ（高さ） 神像  16センチ（高さ）

庇頭貫木鼻

棟札（永禄6年）裏 棟札（永禄6年）表
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球磨村社会福祉協議会

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典

返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
お
気
持
ち
を
大
切
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
12
月
分
〉

○
今
村　

洋
助　

様
（
故　

ク　

マ
）

○
那
良　

一
成　

様
（
故　

政　

人
）

○
木
村　

俊
昭　

様
（
故　

サ
ダ
エ
）

○
鮫
島　

靜
雄　

様
（
故　

ミ　

エ
）

○
大
島　

津
喜　

様
（
故　

道　

朗
）

○
大
島　

憲
一　

様
（
故　

福　

己
）

○
園
田　

弘
光　

様
（
故　

ミ
ド
リ
）

　
　
―
篤
志
家
よ
り
―

○
熊
建
労　

球
磨
村
分
会　

様

　

�（
毎
年
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
折
に
「
包
丁
と

ぎ
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

に
対
す
る
善
意
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

よ
せ
ら
れ
た
善
意

一勝地小４年生より

　お芋のプレゼント
　

12
月
18
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ
、

学
校
で
収
穫
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
ま
し
た
共
同
募
金
は
、
今
後

地
域
福
祉
活
動
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

５
，０
０
０
円
以
上
の
募
金
に
つ
い
て
は
、

熊
本
日
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
に

変
身
し
ま
し
た
。

お
い
し
か
っ
た
～

ありがとう
　ございました

平成２４年度
赤い羽根共同募金

赤い羽根共同募金では、今年も皆さまのあたたかい御協力によ
り、多くの募金が集まりました。

実績　1,241,054円
法人募金 職域募金

　   ・愛甲商店 様    
   ・一勝地温泉『かわせみ』 様
・えびらせ車輛 様  　・大岩石油ガス店 様
・大岩モーターサイクル 様 
・JAくま人吉支所球磨村店くらしの活動 様
 ・球磨村森林組合 様　　・久米鮮魚店 様
  ・相良建設 様　　・佐々木建設 様
　 ・昭和建設 様　　・日當産業 様
　　 ・光進建設 様　　・丸房 様
　　　 ・渕田酒造本店 様
　　　　   ・和田商会 様
　　　　　　   ・城山企画 様

　　　★戸別募金
　　区長・班長および一勝地婦人会の
　　　　　　　　ご協力による戸別募金
★街頭募金
 ・球磨中・渡小・一勝地小ボランティア 様
 ・球磨村ボランティア連絡協議会 様
　 ・球磨村文化協会押し花サークル 様
      ★個人・その他の募金
　　　　・球磨村老人クラブ連合会 様
　　　　　・松尾志織 様
　　　　　　・匿名募金　等

　
　  ・渡保育園職員 様    ・こがね保育園職員 様
  ・神瀬保育園職員 様　　・渡小学校職員 様
・一勝地小学校職員 様　 ・球磨中学校職員 様
・球磨村心身障害者福祉協議会 様
・久米鮮魚店職員 様　　・球磨村森林組合職員 様
・一勝地郵便局職員 様　・球磨村議会議員互助会 様
 ・球磨村民生委員児童委員協議会 様
　・球磨村診療所職員 様　
　　・球磨川歯科医院職員 様　・千寿園職員 様
　　　・人吉球磨地域精神障害者家族会  球磨村分会 様
　　　　　・球磨村役場職員 様
　　　　　　 ・球磨村社会福祉協議会  職員 様

■球磨郡青年団駅伝大会　２連覇めざします！
　来る２月３日（日）、あさぎり町役場周辺にて、第４３回球
磨郡青年団駅伝大会が開催されます。昨年の球磨村は、見事に
優勝旗を持ち帰り、今年も２連覇めざして各団員がトレーニン
グに打ち込んでいるところです。また、今年は、２チーム出場
（１チームはオープン参加）する予定なので、全員が一致団結
して最後まで襷を繋ぎたいと思います。

【開催場所】あさぎり町役場周辺	 【スタート】午前１０時
【球磨村青年団出場選手】
　　（Aチーム）　　　　　　　　　　　　　　　（Bチーム）
　　１区　小川拓郎　　６区　地下翔太　　　　　１区　大無田卓　　６区　野々原真矢
　　２区　今村晴香　　７区　犬童翔一郎　　　　２区　中園茜　　　７区　岩戸龍也
　　３区　槻木正剛　　８区　那良昌弘　　　　　３区　木屋ありさ　８区　中渡考之
　　４区　浦野祐磨　　　　　　　　　　　　　　４区　蔀祐太朗　　
　　５区　槻木亜里沙　　　　　　　　　　　　　５区　冨永明希江　

球磨村青年団２０１３

球磨村青年団

Facebookハジメマシタ。
気になる人は、球磨村青年団
Facebookページで「いいね！」
をお願いします！

一勝地駐在所
福島 康二

☎３２－００２４

渡駐在所
小澤 征嗣

☎３３－００５５くまむら　ぱとろーる
１１０番の正しいりようについて

■１１０番は「緊急時の通報用」の電話です
　事件・事故等の緊急時に使用してください。相談事や照会など急がない要件は、警察相談電話（＃９１１０）
または最寄りの警察署へ電話してください。
■１１０番するときは
　「なにが」―何があったか（事件か、事故か）、「いつ」―いつごろあったのか、「どこで」―発生した場
所はどこかなどを落ち着いて話してください。そのほか必要なことは係員がお尋ねします。
■１１０番通報時の心がけ
　「ためらわず、素早く」―警察官の早い現場臨場が、事件解決のポイントです。事件・事故が発生したら
直ちに通報してください。
　「事件・事故の現場を詳しく」―１１０番通報は、どの地域からでもすべて警察本部へかかります。市町
村名、電話番号、付近の建物・駅・停留所などの目標物を伝えてください。目標物がない場合は、付近の
九州電力の電柱番号を知らせてください。
■いたずら電話
　いたずら電話は、絶対にやめてください。いたずら電話や不要な電話がかかっている間に、本当に必要
な緊急の１１０番が通報できず、事件・事故の解決や人の生命、身体に関わる大きな障害になります。
■携帯電話による通報上の注意
　車を運転しながらの通報はできません。必ず停車してから通報してください。
　県境付近では、他県警察本部へつながる場合がありますが、本県に転送されますので、遠慮なく通報し
てください。
■ＦＡＸ１１０番・メール１１０番のかけ方
　耳や言葉の不自由な方の専用メールです。ＦＡＸ１１０番・メール１１０番には、事案名・場所・住所・
氏名などを入力して送信してください。

FAX 番号：０９６－３８２－２１１０　メールアドレス：kumamoto-police110@deluxe.ocn.ne.jp
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今月のおススメＢｏｏｋｓ

　空腹が人を健康にする
南雲吉則　著

　近年話題になっている「サーチュイン
遺伝子」。人間の生命力を司るこの遺伝子
のスイッチをオンにするための条件が「空
腹」。つまり空腹時でないとこの遺伝子は
作動しないのだ。ところが現代人の生活
は、お腹がすかなくても時間になれば食
事をしてしまう。そんな飽食に対して人
間の体は対応できるようにはつくられて
いないため、様々な弊害を引き起こして
いるのだという。

　鍵のない夢を見る
辻村深月　著

　誰もが顔見知りの小さな町で盗みを繰り返
す友達のお母さん、結婚をせっつく田舎体質
にうんざりしている女の周囲で続くボヤ、出
会い系サイトで知り合ったＤＶ男との逃避行
―日常に倦んだ心にふと魔が差した瞬間に生
まれる「犯罪」。現代の地方の閉塞感を背景に、
ささやかな欲望が引き寄せる奈落を鮮やかに
とらえる短編集。ひとすじの光を求めてもが
く様を、時に突き放し、時にそっと寄り添い
描き出す著者の筆が光る傑作。

　一日一話・読み聞かせ
　おはなし 366 前

巻小学館　発行

　１日１話、１年３６６のお話が、前巻（1月～
６月）後巻（７月～１２月）の２冊にわかれて載っ
ています。グリム、イソップ、アンデルセンなど、
世界名作・世界民話が 80 話。語りつがれた日本昔
話が 52 話。節分、ひな祭り、七五三など、季節の
行事のお話が 40 話。そのほか、動物や植物、星座
や遊び、占いやおまじないなど、子供に読んであ
げたいあらゆるジャンルのお話を網羅しています。

（お問合せ及び予約先）球磨村教育委員会　☎３２－１１１７
受付日：月曜日～金曜日（祝日除く）　受付時間：８：３０～１７：００

2月 休日当番医 ※�都合により変更になる場合がありますので、受診される方は
当番医療機関にご確認ください。

３日
（日）

宮原医院 多 良 木 町 多良木町多良木２６０ ☎４２－２０８２
酒瀬川内科 錦 町 錦町西１４－８ ☎３８－００５０
緒方医院 相 良 村 相良村川辺１７６４ ☎３５－０１３１

１０日
（日）

たかはし小児科内科医院 人 吉 市 人吉市相良町８－１ ☎２４－２２２２
渡辺医院 多 良 木 町 多良木町多良木２６５－１ ☎４２－２５４１
ほづみ皮膚科医院 錦 町 錦町西１０６５－３ ☎２６－５３００

１１日
（月・祭）

やまむら医院 あさぎり町 あさぎり町免田東１４９７－６４ ☎４５－０００５
横山医院 多 良 木 町 多良木町黒肥地１５９６ ☎４２－２１３２
小川整形外科医院 錦 町 錦町西高柱９４９－１ ☎３８－３４５５
増田クリニック小児科 人 吉 市 人吉市五日町４４ ☎２２－３５７０

１７日
（日）

仁田畑クリニック 多 良 木 町 多良木町多良木８９５－６ ☎４２－１１２３
権頭医院 相 良 村 相良村四浦東２８１５ ☎３６－０００８
公立多良木病院小児科 多 良 木 町 多良木町多良木４２１０ ☎４２－２５６０

２４日
（日）

井口医院 多 良 木 町 多良木町多良木２９０５－１ ☎４２－５５７０
たかの眼科 あさぎり町 あさぎり町上北１９３－１ ☎４７－２５５０
人吉総合病院小児科 人 吉 市 人吉市老神町３５ ☎２２－２１９１

　

頑張れロアッソ !!
〜 Road to J1 〜 （ロアッソ熊本に関するお問合せ先）

（株）アスリートクラブ熊本
☎０９６－２８３－１２００

ロアッソ熊本２０１３始動！！
■ロアッソ熊本２０１３クラブスローガン
「絆　with　us　～１８０万馬力～」
　熊本県民１８０万人の馬力で熊本がひとつとなり、共
に、日本一ロアッソ（熊本）愛溢れるクラブづくりをめ
ざします。また、県民の代表としての誇りを持ち、今
シーズンを戦います。
■ロアッソ熊本２０１３シーズン目標
日本一地域に根ざしたクラブをめざす。

■武富孝介選手期限付き移籍満了のお知らせ
　昨季のチーム得点王のＭＦ武富孝介選手が期限付き移
籍期間の満了に伴い１月末で退団し、Ｊ１に昇格する
湘南ベルマーレへ移籍することになりました。武富選手
は、Ｊ１柏レイソルから２０１１年にロアッソ熊本へ加
入。１年目は、リーグ戦３３試合で１得点でしたが、昨
季は、３７試合で１４得点をマーク。天皇杯３試合でも
２得点し、攻撃の中心を担っていました。

１ 金
●くまむらのひなまつり
　（～3月15日　球磨村観光案内所ほか）

２ 土

３ 日

４ 月

５ 火

６ 水

７ 木

８ 金

９ 土

１０日
●第 39 回郡市対抗熊日駅伝大会
　（天草市～熊本市）	 	

１１月

１２火 ○区長文書（お知らせ版発行）	 	

１３水

１４木
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満
面
の
笑
み
で
　
船
お
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め
の
式
　
　
　
　
　
　
　
（
山
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子
）

・
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十
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テ
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自
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方
が
　
元
気
戴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
津
子
）

　村民の皆さんからお寄せいただいた「肥後狂句」「川柳」「短歌」を掲載
します。全てを掲載できない場合もありますのでご了承ください。

（
掲
載
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
、
役
場
総
務
企
画
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。）

［清流館］＝球磨村コミュニティセンター清流館／［渡多］＝渡多目的集会施設／［神多］＝神瀬多目的集会施設／［やまなみ］＝石の交流館「や
まなみ」／［かわせみ］＝一勝地温泉かわせみ／［渡小］＝渡小学校／［一小］＝一勝地小学校／［球中］＝球磨中学校／［運公］＝総合運
動公園／［さんがうら］＝田舎の体験交流館「さんがうら」

２月行事予定　EVENT CALENDER
※変更になる場合もあります

１５金 ●特設人権相談所開設（10:00 ～　役場）	

１６土
●子どもヘルパー閉講式
　（9:00 ～　千寿園、10:00 ～　せせらぎ）

１７日 ●さんがうら里山まつり（9:00 ～　さんがうら）

１８月

１９火

２０水

２１木 ●３歳６ヵ月健診（13:00 ～　渡多）	

２２金

２３土

２４日 ●球磨村バドミントン大会（8:30 ～　一小体育館）

２５月 ○区長文書（広報くまむら発行）	 	

２６火

２７水

２８木
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
村

内
各
地
で
土
砂
崩
れ
や
道
路
崩

落
な
ど
が
起
き
、
災
害
の
多
い

年
で
し
た
。
今
年
は
、
災
害
の

起
き
な
い
年
で
あ
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。

　
一
年
前
私
は
、
広
報
紙
を
研

究
し
、
自
分
の
色
を
出
し
て
、

魅
力
あ
る
広
報
紙
を
皆
さ
ん
に

届
け
る
と
い
う
目
標
を
立
て
ま

し
た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
広
報
紙
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

正
直
私
自
身
は
達
成
と
ま
で
は

い
か
な
か
っ
た
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
広
報
紙
に

つ
い
て
研
究
し
て
、
魅
力
あ
る
一

冊
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
年
も
、「
広
報
く
ま

む
ら
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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朗

氏　

名

年  

齢

地　

区

鮫さ
め
し
ま島　

ミ
エ

96
歳

毎　

床

槻つ
き
ぎ木　

直な
お
よ
し義

79
歳

松　

谷

大お
お
い
わ岩　

憲け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

69
歳

木
屋
角

髙た
か
さ
わ沢　

タ
ツ
コ

89
歳

高　

沢

大お
お
ひ
ら平　

清き
よ
た
か隆

80
歳

島　

田

小お
が
わ川　

勝か
つ
と人

78
歳

小　

川

12月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

1月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1,606 6 △ 21

人　口（人） 4,299 0 △ 121

男　（人） 2,024 △ 1 △ 71

女　（人） 2,275 1 △ 50

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

田た
ど
う頭　

慧け
い

弘こ
う　

至じ

山　

口

松ま
つ
の野　

伊い
の
り里

翔し
ょ
う

　

吾ご

山　

口

くまむらのひなまつり
２月１日～３月１５日

　球磨村では、球磨村観光案内所、一勝地温泉かわせみ、球泉洞などの観光施設で２月１日から３月１５日
までひなまつりが開催されます。観光案内所では、訪れたお客さんに無料で甘酒の振る舞いが行われます。
また、一勝地温泉かわせみでは、期間中、「おひなランチ」と「おひな御膳」が販売されます（要予約）。
魅力いっぱいのひなまつりに、ぜひお越しください。

（お問合せ先）球磨村観光案内所（一勝地駅内）　☎（０９６６）３２－００１９


